
10

20

JP 7608852 B2 2025.1.7

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7608852号

(P7608852)
(24)登録日　令和6年12月23日(2024.12.23)(45)発行日　令和7年1月7日(2025.1.7)

(54)【発明の名称】　画像読取装置、画像読取方法

(51)国際特許分類
　   Ｈ０４Ｎ 1/00 (2006.01)
　   Ｈ０４Ｎ 1/04 (2006.01)
　   Ｂ６５Ｈ 7/12 (2006.01)
　   Ｇ０３Ｂ 27/50 (2006.01)
　   Ｇ０３Ｇ 21/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０４Ｎ 1/00 ５６７Ｊ 　　　
　Ｈ０４Ｎ 1/04 １０６Ａ 　　　
　Ｂ６５Ｈ 7/12 　　　　 　　　
　Ｇ０３Ｂ 27/50 　　　Ｂ 　　　
　Ｇ０３Ｇ 21/00 ５００ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-18867(P2021-18867)
(22)出願日　 令和3年2月9日(2021.2.9)
(65)公開番号　 特開2022-121892(P2022-121892 

A)
(43)公開日　 令和4年8月22日(2022.8.22)

審査請求日　 令和5年12月4日(2023.12.4)

(73)特許権者　 000002369
セイコーエプソン株式会社
東京都新宿区新宿四丁目１番６号

(74)代理人　 100179475
弁理士　仲井  智至

(74)代理人　 100216253
弁理士　松岡  宏紀

(74)代理人　 100225901
弁理士　今村  真之

(72)発明者　 田北  和弥
長野県諏訪市大和３丁目３番５号  セイ 
コーエプソン株式会社内

審査官　 橋爪  正樹

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、
　 前 記 原 稿 の 背 景 と な る 背 景 板 と 、
　 前 記 原 稿 の 重 送 を 検 出 す る 重 送 検 出 部 と 、
　 制 御 部 と 、 を 備 え た 画 像 読 取 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 は 、
　 前 記 背 景 板 に 生 じ る 前 記 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 り 、
　 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最
暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る と き に は 重 送 と 判 定 せ ず 、
　 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最
暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば 重 送 と 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 読 取
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ た 後 、 前 記 背 景 板 に 生 じ た 原 稿
の 影 を 前 記 読 取 部 に て 読 み 取 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 背 景 板 に 生 じ た 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に て 読 み 取 り 、 前 記 影 の 画 素
値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る と き に は 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重
送 が 検 出 さ れ て も 重 送 と 判 定 せ ず 、 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を

請求項の数　10　（全10頁）
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超 え て い な い と き に は 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ た と き に 重 送 と 判 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 表 示 部 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 重 送 と 判 定 し た と き に は 重 送 が 発 生 し た こ と を 表 示 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 読 取 部 に 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 が 所 定
の 閾 値 を 超 え て い れ ば 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ る 重 送 の 検 出 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 連 続 給 紙 時 に 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取
ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば 重 送 と 判 定
し た 後 、 次 の 原 稿 を 給 紙 し た ら 前 記 重 送 検 出 部 に よ る 重 送 の 検 出 を 開 始 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 読 取 部 は 、 原 稿 に 対 面 す る 読 取 素 子 に よ り 、 前 記 原 稿 の 先 端 に 生 じ る 影 の 画 像 を 画
素 値 と し て 読 み 取 り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 に 基 づ い て 前 記 原 稿 の 厚 み を 推 定
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 排 紙 部 を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 連 続 給 紙 時 、 重 送 と 判 定 し た ら 、 重 送 し た 原 稿 を 前 記 排 紙 部 に よ っ て 排
紙 し 、
　 次 の 原 稿 を 給 紙 す る 前 に 、 給 紙 を 中 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず
れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 重 送 と 判 定 し た ら 、 前 記 原 稿 の 搬 送 を 途 中 で 中 断 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 読 取 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、 前 記 原 稿 の 背 景 と な る 背 景 板 と 、 前 記 原 稿 の 重 送 を 検 出 す る 重
送 検 出 部 と 、 制 御 部 と 、 を 備 え た 画 像 読 取 装 置 の 画 像 読 取 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 背 景 板 に 生 じ る 前 記 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 る 工 程 と 、
　 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の う ち 最
暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る と き に は 重 送 と 判 定 せ ず 、
　 ま た 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 の
う ち 最 暗 部 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば 重 送 と 判 定 す る 工 程 と を 実 施 す る こ
と を 特 徴 と す る 画 像 読 取 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 読 取 装 置 、 画 像 読 取 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ド キ ュ メ ン ト ス キ ャ ナ ー は 、 Ａ Ｄ Ｆ に セ ッ ト さ れ た 原 稿 を 一 枚 ず つ 読 取 部 に 搬 送 し て 読  
み 取 り を 行 う 。 意 に 反 し て 複 数 枚 の 原 稿 が 同 時 に Ａ Ｄ Ｆ か ら 給 紙 さ れ て し ま う こ と が あ り  
、 こ れ を 重 送 と 呼 ん で い る 。 重 送 し て し ま う と 読 み 取 る べ き 原 稿 を 読 み 取 れ な い こ と に な  
る の で 、 重 送 を 検 知 し て 読 み 取 り を 中 断 ま た は 中 止 す る 必 要 が あ る 。
　 重 送 を 検 知 す る た め 、 超 音 波 セ ン サ ー が 用 い ら れ る こ と が あ る 。 超 音 波 セ ン サ ー を 原 稿  
の 搬 送 路 に 設 置 す る と 、 複 数 枚 の 原 稿 が 通 過 す る 時 の 超 音 波 の 透 過 減 衰 量 が 、 一 枚 の 原 稿  
が 通 過 す る 時 の 超 音 波 の 透 過 減 衰 量 よ り も 大 き く な る た め 、 透 過 減 衰 量 を 検 知 し て 重 送 を  
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検 知 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た だ し 、 原 稿 が １ 枚 で あ っ て も 厚 紙 で あ る と 、 超 音 波 の 透 過 減 衰 量 が 大 き い た め 、 重 送  
と 誤 検 知 す る こ と が あ る 。 重 送 誤 検 知 で 停 止 し た 場 合 、 ユ ー ザ ー は 継 続 処 理 の た め の 操 作  
が 必 要 と な っ て し ま う 。 厚 紙 と 薄 紙 が あ る 場 合 も 同 様 で あ る 。 あ る い は 、 予 め 重 送 検 知 の  
機 能 を オ フ に す る と い う 作 業 が 必 要 に な る 。
　 こ こ で 厚 紙 で あ る こ と を 検 出 す る 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ に 示 す も の と 、 特 許 文 献 ２ に  
示 す も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 す 技 術 は 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド の よ う な 形 状 が 特 定 さ れ て い る 厚 紙 を 前 提  
と し て 、 読 み 取 っ た 原 稿 の 形 状 を 認 識 し 、 特 定 の 形 状 で あ れ ば 、 重 送 で は な い 処 理 を 行 う 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 示 す 技 術 は 、 原 稿 の 縁 で 生 じ る 紙 厚 に 対 応 し た 影 を 画 像 と し て 認 識  
し 、 影 の 画 像 に 基 づ い て 厚 み を 推 定 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 2 0 2 0 - 1 0 0 4 5 9 号 公 報
【 文 献 】 特 開 2 0 1 8 - 1 9 5 9 6 0 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 す 技 術 の 場 合 、 原 稿 の 形 状 を 認 識 す る た め に は 、 原 稿 全 体 を 読 み 込 む 必  
要 が あ り 、 厚 さ を 反 映 で き る タ イ ミ ン グ が 遅 い 。
　 特 許 文 献 ２ に 示 す 技 術 の 場 合 、 厚 み を 検 出 で き た と し て も 、 直 ち に 重 送 の 誤 検 知 を 防 ぐ  
と い う こ と は で き な い 。
　 本 発 明 は 、 厚 紙 を 早 期 に 検 知 し て 重 送 の 誤 検 知 を 防 止 し 、 煩 雑 な 操 作 を 防 止 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、 前 記 原 稿 の 背 景 と な る  
背 景 板 と 、 前 記 原 稿 の 重 送 を 検 出 す る 重 送 検 出 部 と 、 制 御 部 と 、 を 備 え た 画 像 読 取 装 置 で  
あ っ て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 背 景 板 に 生 じ る 前 記 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 り  
、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 が 所 定 の  
閾 値 を 超 え て い る と き に は 重 送 と 判 定 せ ず 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か  
つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば 重 送 と 判 定 す る 構 成 と  
し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 構 成 に お い て 、 前 記 重 送 検 出 部 は 重 送 を 検 知 す る 。 前 記 制 御 部 は 、 前 記 背 景 板 に 生  
じ る 前 記 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら せ る 。 ま た 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重  
送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る と き に は 重  
送 と 判 定 せ ず 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画  
素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば 重 送 と 判 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 読 み 取 ら れ た 前 記 影 の 画 素 値 は 所 定 の 閾 値 と 比 較 さ れ る 。 影 が 大 き い と 前  
記 影 の 画 素 値 は 大 き く な る 。 影 は 、 用 紙 が 厚 い ほ ど 長 く な っ た り 濃 く な る 。 従 っ て 、 前 記  
影 の 画 素 値 の 大 き さ は 原 稿 の 厚 み に 対 応 し 、 原 稿 の 厚 み が 多 い と き に は 重 送 検 知 が 重 送 を  
検 知 し た と し て も 、 制 御 部 は 重 送 と 判 定 し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 原 稿 が 厚 い と き に は 重 送 と 判 定 し な い の で 、 厚 紙 を 読 み 取 る と き に  
は 重 送 と 誤 検 知 せ ず 、 本 来 の 原 稿 を 正 し く 読 み 取 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 読 取 部 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ Ａ は 、 読 み 取 り 対 象 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ７ Ｂ は 、 従 来 の 読 み 取 り 処 理 を  
示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ７ Ｃ は 、 本 実 施 例 の 読 み 取 り 処 理 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 に も と づ い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 画 像 読 取 装 置 を 概 略 構 成 図 に よ り 示 し て お り 、 図  
２ は 、 読 取 部 を 模 式 図 に よ り 示 し て い る 。
で あ る 。
　 画 像 読 取 装 置 １ ０ は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 １ １ と 、 重 送 検 出 部 １ ２ と 、 制 御 部 １ ３ と  
を 備 え て い る 。 読 取 部 １ １ は 、 対 向 す る 透 明 部 材 １ ６ と 背 景 板 １ ７ と を 備 え て お り 、 搬 送  
方 向 Ｄ に 沿 っ て 搬 送 さ れ る 原 稿 Ｐ は 、 こ れ ら の 間 で 挟 持 さ れ て 搬 送 さ れ る 。 透 明 部 材 １ ６  
は 、 一 例 と し て 、 ガ ラ ス で 形 成 さ れ て い る 。 読 取 部 １ １ は 、 透 明 部 材 １ ６ の 背 景 板 １ ７ が  
在 る 側 と は 逆 側 に 配 設 さ れ て い る 。 背 景 板 １ ７ は 、 所 定 色 、 例 え ば 所 定 濃 度 の グ レ ー 色 の  
部 材 で あ り 、 読 取 部 １ １ が 備 え る 光 源 １ １ ａ に よ り 照 射 さ れ る 。 読 取 部 １ １ で は 、 光 源 １  
１ ａ か ら 照 射 さ れ た 光 の 反 射 光 （ 背 景 板 １ ７ や 原 稿 Ｐ か ら の 反 射 光 ） を 原 稿 に 対 面 す る 撮  
像 素 子 （ 読 取 素 子 と も 呼 ぶ ） １ １ ｂ で 受 光 す る こ と に よ り 読 み 取 り を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 撮 像 素 子 １ １ ｂ は 、 搬 送 方 向 Ｄ と 直 交 す る 方 向 （ 図 ２ の 紙 面 に 垂 直 な 方 向 ） に 沿 っ て 並  
ぶ 複 数 の 撮 像 素 子 （ 画 素 ） に よ る ラ イ ン セ ン サ ー で あ り 、 １ 回 の 読 取 動 作 で １ ラ イ ン の 画  
像 を 読 み 取 る 。 読 取 部 １ １ は 、 １ ラ イ ン 分 の 読 み 取 り を 所 定 の 頻 度 で 繰 り 返 す こ と に よ り  
、 ２ 次 元 の 、 つ ま り 原 稿 Ｐ の 面 全 体 の 読 取 結 果 を 得 る 。 図 ２ は 、 原 稿 Ｐ の 一 方 の 面 （ 図 ２  
に お い て 下 方 を 向 く 面 ） を 読 み 取 る た め の 構 成 を 示 し て い る が 、 言 う ま で も な く 画 像 読 取  
装 置 １ ０ は 、 原 稿 Ｐ の 他 方 の 面 （ 図 ２ に お い て 上 方 を 向 く 面 ） を 読 み 取 る た め の 構 成 を 併  
せ 持 つ 両 面 同 時 読 取 可 能 な ス キ ャ ナ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 光 源 １ １ ａ は 搬 送 方 向 Ｄ を 基 準 と し て 撮 像 素 子 １ １ ｂ の 上 流 側 に 位 置 し て お り 、  
光 源 １ １ ａ か ら の 照 射 光 は 原 稿 Ｐ の 先 端 よ り も 下 流 側 に 影 を 生 じ さ せ る 。 影 の 長 さ は 撮 像  
素 子 １ １ ｂ の 撮 像 位 置 に て 原 稿 Ｐ の 厚 み に 比 例 す る 。 ま た 、 厚 い ほ ど 影 は 長 く な り 、 そ の  
影 の 濃 さ ( 暗 さ ) も 暗 く な る 傾 向 が 見 ら れ る 。 原 稿 が 厚 い ほ ど 光 が 原 稿 を 透 過 し に く く 、 そ  
の 結 果 、 背 景 板 １ ７ に 生 じ る 原 稿 の 影 も 濃 く な る 、 と 推 測 さ れ る か ら で あ る 。 そ こ で 、 制  
御 部 １ ３ は 、 原 稿 Ｐ の 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 を 特 定 す る 。 以 上 よ り 、 撮 像 素 子  
１ １ ｂ で 撮 影 さ れ た 影 の 画 素 の 値 に 基 づ い て 原 稿 Ｐ の 厚 み を 計 測 あ る い は 推 定 で き る こ と  
に な る 。 な お 、 影 の 画 素 値 に 基 づ く 厚 み の 推 定 処 理 に つ い て は 、 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ９ ５ ９  
６ ０ 号 公 報 に 詳 述 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 制 御 部 １ ３ は 、 影 の 画 素 値 の う ち 最 暗 部 の 画 素 値 を 所 定 の 閾 値 と 比 較 す る  
こ と に し て い る 。
　 重 送 検 出 部 １ ２ は 、 搬 送 路 を 介 し て 対 峙 す る 超 音 波 の 送 波 器 と 受 波 器 と か ら 構 成 さ れ て  
い る 。 原 稿 Ｐ が 送 波 器 と 受 波 器 の 間 を 通 過 す る 時 の 超 音 波 の 減 衰 度 合 い に 基 づ い て 、 通 過  
し て い る 原 稿 が １ 枚 な の か 複 数 枚 な の か を 判 別 し 、 複 数 枚 の 場 合 は 重 送 と し て 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 制 御 部 １ ３ は 、 読 取 部 １ １ と 重 送 検 出 部 １ ２ に 加 え て 、 表 示 部 １ ４ や 排 紙 部 １ ５ を 備 え  
る 画 像 読 取 装 置 １ ０ 全 体 を 制 御 し て い る 。 ま た 、 表 示 部 １ ４ は タ ッ チ パ ネ ル 式 の 操 作 部 を  
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兼 用 し て い る し 、 排 紙 部 １ ５ は 原 稿 Ｐ を 搬 送 す る 搬 送 部 を 兼 用 し て い る 。
　 図 ３ は 、 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 を フ ロ ー チ ャ ー ト に よ り 示 し て い る 。 以 下 、 こ の  
フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し つ つ 本 画 像 読 取 装 置 の 画 像 読 取 処 理 の う ち 主 に 重 送 検 出 の 場 合 の  
処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に て 、 制 御 部 １ ３ は 重 送 検 出 部 １ ２ に 対 し て 重 送 の 検 出 動 作 を 開 始 さ  
せ る 。 制 御 部 １ ３ は 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ る 検 出 結 果 を モ ニ タ ー し て お り 、 重 送 検 出 部 １  
２ が 重 送 を 検 出 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に て 、 エ ラ ー 発 生 と 判 断 す る 。 し か し 、 こ の 時  
点 で は す ぐ さ ま 重 送 と 判 定 す る の で は な く 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に て 、 先 端 影 検 出 を 実 施 す  
る 。 先 端 影 検 出 は 、 読 取 部 １ １ に て 検 出 す る 原 稿 Ｐ の 先 端 に 生 じ る 影 の 画 素 値 に 基 づ い て  
原 稿 Ｐ の 厚 み を 判 定 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 読 取 部 １ １ は 原 稿 Ｐ の 先 端 に 生 じ る 影 を 撮 像 可 能 で あ り 、 そ の 影 の 画 素 値 に 基 づ い て 制  
御 部 １ ３ は 原 稿 Ｐ の 厚 み を 推 定 す る 。 厚 み を 得 ら れ た ら 所 定 の 閾 値 と 比 較 し 、 同 閾 値 よ り  
も 小 さ け れ ば 薄 紙 と 判 定 す る し 、 同 閾 値 よ り も 大 き け れ ば 厚 紙 と 判 定 す る 。 そ し て 、 ス テ  
ッ プ Ｓ １ ０ ６ の 厚 紙 判 定 に お い て 、 薄 紙 と 判 定 さ れ た と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に て 、 改  
め て 重 送 エ ラ ー と 判 断 し 、 表 示 部 １ ４ に て 表 示 す る 。 重 送 エ ラ ー と 判 断 し た 場 合 は 、 そ の  
時 点 で 搬 送 を 停 止 さ せ 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 重 送 状 態 を 解 消 さ せ て 読 取 再 開 を 待 機 す る こ と  
に な る 。 こ の よ う に 、 こ の 例 で は 表 示 部 １ ４ を 備 え 、 制 御 部 １ ３ は 、 重 送 と 判 定 し た と き  
に は 重 送 が 発 生 し た こ と を 表 示 す る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に て 重 送 検 出 し た と き に 表  
示 す る よ う に し て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に て 厚 紙 と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に て 、 制 御 部  
１ ３ は 重 送 検 出 を オ フ に す る 。 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で は 重 送 と 判 断 さ れ た も の の  
、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で は 、 こ の 判 断 を 無 視 す る た め に 重 送 検 出 を オ フ と し 、 ス テ ッ プ Ｓ １  
１ ２ に て 、 通 紙 が 完 了 す る ま で 待 機 し 、 完 了 し た ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に て 、 重 送 検 出 を  
オ ン に 戻 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 例 で は 、 重 送 検 出 さ れ た 原 稿 の 通 紙 が 完 了 し た 時 点 で 重 送 検 出 を オ ン に し て い る が  
、 次 の 原 稿 を 給 紙 し た と き に 重 送 検 出 を オ ン に し て も 良 い 。
　 図 ５ は 、 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 こ の 例 で は 、 制 御 部 １ ３ は 、 連 続 給 紙 時 に 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ （  
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば （  
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ： 薄 紙 と 判 定 ） 、 重 送 と 判 定 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ） し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ  
３ ０ ０ に て 次 の 原 稿 を 給 紙 し 、 給 紙 が 完 了 し た ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 重 送 検 出 部 １ ２ に  
よ る 重 送 の 検 出 を Ｏ Ｎ と し て 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら  
れ た 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い る と き （ 厚 紙 と 判 定 さ れ る と き ） に は 重 送 と 判 定  
し な い が （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ， Ｓ １ ０ ６ ， Ｓ １ １ ０ ） 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検  
出 さ れ 、 か つ 、 読 み 取 ら れ た 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な け れ ば （ 薄 紙 と 判 定 さ  
れ れ ば ） 重 送 と 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ， Ｓ １ ０ ６ ， Ｓ １ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 例 で は 、 制 御 部 １ ３ は 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ た 後 、 背 景  
板 １ ７ に 生 じ た 原 稿 の 影 を 読 取 部 １ １ に て 読 み 取 る と い う 手 順 と な っ て い る 。
　 そ し て 、 制 御 部 １ ３ は 、 読 取 部 １ １ に 読 み 取 ら れ た 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い  
れ ば 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ る 重 送 の 検 出 を 停 止 し て い る と い え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ で 、 厚 紙 の 判 定 を 重 送 検 出 の 前 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 重 送 検 出 部  
１ ２ が 読 取 部 １ １ よ り も 下 流 側 に 位 置 し て い る 。
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　 図 ４ は 、 こ の 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 を フ ロ ー チ ャ ー ト に よ り 示 し  
て い る 。   本 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ に て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で 実 施 し た 先 端 影 検  
出 処 理 を 行 う 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で 実 施 し た 厚 紙 判 定 を 実 施 す る  
。 厚 紙 で あ る と き に は 重 送 検 出 部 １ ２ で の 重 送 検 出 の 判 定 結 果 を 実 質 的 に 無 視 す る の で 、  
重 送 検 出 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ の 厚 紙 判 定 で 薄 紙 と 判 定 さ れ た と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ に  
て ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ で の 重 送 検 出 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ に て ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で の  
重 送 検 出 判 定 を 実 施 す る 。 重 送 検 出 部 １ ２ に よ る 重 送 検 出 の 結 果 を 待 機 し 、 重 送 検 出 が さ  
れ な け れ ば 、 重 送 検 出 処 理 は 終 了 す る 。 一 方 、 重 送 が 検 出 さ れ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に  
て ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で 実 施 し た 重 送 エ ラ ー 通 知 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に て ス テ ッ プ Ｓ  
１ １ ２ で 実 施 し た 通 紙 の 完 了 を 待 機 し て 重 送 検 出 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 制 御 部 １ ３ は 、 背 景 板 １ ７ に 生 じ た 原 稿 Ｐ の 影 を 読 取 部 １  
１ に て 読 み 取 り 、 影 の 画 素 値 が 所 定 の 閾 値 を 超 え て い な い と き （ 薄 紙 と 判 定 ） に は 、 重 送  
検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ た と き に 重 送 と 判 定 す る 。 一 方 、 影 の 画 素 値 が 所 定 の  
閾 値 を 超 え て い る （ 厚 紙 と 判 定 ） と き に は 、 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ て も  
重 送 と 判 定 し な い こ と に し て い る 。 本 実 施 例 で は 、 制 御 部 １ ３ は 重 送 検 出 部 １ ２ の 検 出 結  
果 を 取 得 せ ず 、 実 質 的 に 重 送 検 出 部 １ ２ に よ っ て 重 送 が 検 出 さ れ て も 重 送 と 判 定 し な い こ  
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 変 形 例 に か か る 画 像 読 取 装 置 の 読 み 取 り 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 連 続 給 紙 の 場 合 の 例 と し て 、 制 御 部 １ ３ は 、 連 続 給 紙 時 、 重 送 と 判 定 し た ら 、 重 送 し た  
原 稿 を 排 紙 部 １ ５ に よ っ て 排 紙 し 、 次 の 原 稿 を 給 紙 す る 前 に 、 給 紙 を 中 断 す る 。 例 え ば 、  
重 送 検 出 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に て 薄 紙 と 判 定 さ れ た と き 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ０ に て 制 御 部  
１ ３ は 排 紙 部 に １ ５ よ る 排 紙 の 完 了 を 待 機 し 、 排 紙 し た ら ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ に て 給 紙 を 中  
断 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 重 送 の 検 出 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 こ れ ま で 重 送 を 検 出 し た と き に 通 紙 や 排 紙 を 完 了 さ せ て い る が 、 制 御 部 １ ３ は 、  
重 送 と 判 定 し た ら 、 原 稿 の 搬 送 を 途 中 で 中 断 す る よ う に し て も よ い 。
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 読 み 取 り 処 理 の 改 善 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
　 連 続 給 紙 に お い て 、 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 １ 枚 目 と ２ 枚 目 が 普 通 紙 、 ３ 枚 目 が プ ラ ス チ  
ッ ク 製 の カ ー ド 、 ４ 枚 目 が 普 通 紙 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 来 の 画 像 読 取 装 置 で あ る と 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 １ 枚 目 と ２ 枚 目 の 普 通 紙 は 問 題 な  
く 読 み 取 り が 終 了 し 、 ３ 枚 目 の プ ラ ス チ ッ ク 製 の カ ー ド の 給 紙 が 開 始 さ れ る 。 し か し 、 カ  
ー ド の 読 み 取 り 途 中 で 重 送 が 検 出 さ れ 、 読 み 取 り も 給 紙 も 中 断 さ れ 、 連 続 給 紙 と い う １ つ  
の ジ ョ ブ は 停 止 し て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 本 発 明 に よ れ ば 、 図 ７ Ｃ に 示 す よ う に 、 １ 枚 目 と ２ 枚 目 の 普 通 紙 は 問 題 な  
く 読 み 取 り が 終 了 す る 点 は 同 じ で あ る 。 そ し て 、 ３ 枚 目 の プ ラ ス チ ッ ク 製 の カ ー ド の 給 紙  
が 開 始 さ れ る と 、 重 送 検 出 部 １ ２ で 重 送 を 検 出 は さ れ る も の の 、 原 稿 が 厚 紙 で あ る と 判 断  
さ れ る こ と で 重 送 検 出 が オ フ と さ れ 、 重 送 と 処 理 さ れ な い 。 そ し て 、 通 紙 が 完 了 し た 時 点  
で 重 送 検 出 を オ ン に 戻 す 。 す る と 、 ４ 枚 目 の 普 通 紙 の 給 紙 も 開 始 し 、 重 送 検 出 も さ れ な い  
の で 、 読 み 取 り が 完 了 す る 。 こ の よ う に 、 連 続 給 紙 が 行 わ れ る １ つ の ジ ョ ブ を 最 後 ま で 完  
了 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 特 長
　 １ ） 重 送 検 知 通 知 タ イ ミ ン グ
　 重 送 検 知 を 通 知 す る タ イ ミ ン グ に は 、 検 出 後 す ぐ に 停 止 す る 場 合 と 、 排 出 後 停 止 す る 場  
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合 が あ る が 、 本 発 明 で は ど ち ら の タ イ ミ ン グ で も 対 応 可 能 で あ る 。 従 来 例 の 画 像 で 用 紙 の  
形 状 を 判 定 す る も の で あ れ ば 、 重 送 検 出 後 に す ぐ に 停 止 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ ） 重 送 検 知 パ タ ー ン に よ る 差
　 従 来 技 術 に よ れ ば 、 重 送 検 知 し た 場 合 に 重 送 レ ベ ル の 累 積 に よ っ て 判 定 を し て い る 。 こ  
れ に よ り 検 知 レ ベ ル の 連 続 性 で 厚 紙 で あ る か 普 通 紙 で あ る か 、 判 定 で き る と 開 示 さ れ て い  
る 。 し か し 、 厚 み が あ っ て も 材 質 や 条 件 に よ っ て は 連 続 的 に 重 送 レ ベ ル が 得 ら れ る と は 限  
ら な い た め 、 本 発 明 の よ う に 、 用 紙 自 体 の 厚 み で 判 定 す る 方 法 に 優 位 性 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ３ ） 紙 先 端 と 紙 途 中 で の 処 理
　 本 発 明 は 、 基 本 的 に 用 紙 の 先 端 で の 検 出 し て い る 。 一 方 で 、 普 通 紙 に 厚 紙 の 写 真 な ど を  
張 り 付 け た 搬 送 を す る 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 用 紙 の 途 中 で 検 出 す る 場 合 で も 背 景  
板 １ ７ で は な く 搬 送 さ れ て い る 原 稿 Ｐ に 影 が 発 生 す る の で 、 同 様 に 検 出 す る 事 が 可 能 で あ  
る 。 す な わ ち 、 原 稿 の 途 中 で 重 送 検 出 さ れ た と し て も 、 用 紙 の 厚 み を 検 出 で き る の で 、 厚  
紙 で あ れ ば 重 送 検 出 と し て 処 理 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に 、 カ ー ド の 混 載 だ け で は な く 、 普 通 紙 に 写 真 を 貼 っ た 場 合 や 、 厚 紙 シ ー ル な  
ど 張 り 付 け た 用 紙 に 対 し て も 、 重 送 検 知 の 誤 検 知 を 防 止 す る 事 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ４ ） キ ャ リ ア シ ー ト の 場 合
　 キ ャ リ ア シ ー ト を 利 用 す る と き に キ ャ リ ア シ ー ト を 検 出 す る た め に は 、 一 般 的 に は 透 過  
式 セ ン サ ー に よ る パ タ ー ン 検 出 を 行 う 。 し か し 、 本 発 明 の よ う に 厚 み 推 定 を 行 え る 場 合 は  
、 用 紙 の 厚 み 推 定 と 重 送 検 出 と の 組 み 合 わ せ に よ る 重 送 検 出 パ タ ー ン に よ っ て キ ャ リ ア シ  
ー ト の 検 出 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 従 来 の 透 過 式 セ ン サ ー に よ る 検 出 機 構 を 省 略 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 他 の 変 形 例 と し て 、 原 稿 の 厚 み を 指 定 す る 操 作 を 受 け 付 け 、 受 け 付 け た 厚 み が 厚 紙  
に 相 当 す る と き に は 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ る 重 送 の 検 出 を し な い よ う に し て も よ い 。
　 か か る 画 像 装 置 は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、 前 記 原 稿 の 背 景 と な る 背 景 板 と 、 前 記 原  
稿 の 重 送 を 検 出 す る 重 送 検 出 部 と 、 設 定 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 部 と 、 制 御 部 と 、 を 備 え て  
い る 。 そ し て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 背 景 板 に 生 じ る 前 記 原 稿 の 影 を 前 記 読 取 部 に よ っ て 読  
み 取 ら せ る 。 ま た 、 前 記 操 作 部 に よ っ て 前 記 原 稿 の 厚 み を 指 定 す る 操 作 を 受 け 付 け 、 受 け  
付 け た 厚 み が 厚 紙 に 相 当 す る と き に は 、 前 記 重 送 検 出 部 に よ る 重 送 の 検 出 を し な い よ う に  
す る 。 な お 、 操 作 部 は 、 タ ッ チ パ ネ ル 式 の 表 示 部 １ ４ で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 例 に 限 ら れ る も の で な い こ と は 言 う ま で も な い 。 当 業 者 で あ れ  
ば 言 う ま で も な い こ と で あ る が 、
・ 前 記 実 施 例 の 中 で 開 示 し た 相 互 に 置 換 可 能 な 部 材 お よ び 構 成 等 を 適 宜 そ の 組 み 合 わ せ を  
変 更 し て 適 用 す る こ と
・ 前 記 実 施 例 の 中 で 開 示 さ れ て い な い が 、 公 知 技 術 で あ っ て 前 記 実 施 例 の 中 で 開 示 し た 部  
材 お よ び 構 成 等 と 相 互 に 置 換 可 能 な 部 材 お よ び 構 成 等 を 適 宜 置 換 し 、 ま た そ の 組 み 合 わ せ  
を 変 更 し て 適 用 す る こ と
・ 前 記 実 施 例 の 中 で 開 示 さ れ て い な い が 、 公 知 技 術 等 に 基 づ い て 当 業 者 が 前 記 実 施 例 の 中  
で 開 示 し た 部 材 お よ び 構 成 等 の 代 用 と し て 想 定 し 得 る 部 材 お よ び 構 成 等 と 適 宜 置 換 し 、 ま  
た そ の 組 み 合 わ せ を 変 更 し て 適 用 す る こ と
は 本 発 明 の 一 実 施 例 と し て 開 示 さ れ る も の で あ る 。
　 ま た 、 画 像 読 取 装 置 は 、 そ の 処 理 過 程 に お い て 複 数 の 工 程 を 経 る も の で あ る か ら 、 発 明  
の 概 念 と し て 方 法 と し て 把 握 す る こ と も 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 画 像 読 取 方 法 も 開 示 さ れ て
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ … 画 像 読 取 装 置 、 １ １ … 読 取 部 、 １ １ ａ … 光 源 、 １ １ ｂ … 撮 像 素 子 、 １ ２ … 重 送 検 出  
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部 、 １ ３ … 制 御 部 、 １ ４ … 表 示 部 、 １ ５ … 排 紙 部 、 １ ６ … 透 明 部 材 、 １ ７ … 背 景 板 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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